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2017 年４月 21日（金）

   ≫ 2017 年８月 20日（日）
会　　場　佐賀大学美術館２階特別展示室

開館時間　10：00～ 17：00（入館は 16：30）

休 館 日　月曜日（祝日の場合は開館 , 翌日休館）

　　　　　夏季休業

観 覧 料　無料

主　  催　佐賀大学美術館

緒方 敏雄《「夏・一章」関連作品》
　　　　　　　　　　　　　FRP

古賀 忠雄《男の顔》
             石膏

　　4月 28日（金）

　　　　　≫6月 11日（日）

2017年

会　　場　 佐賀大学美術館 1階

開館時間　 10：00～ 17：00

　　　　　 （入館は 16：30まで）

観 覧 料　 無料

主　　催　 佐賀大学美術館

協　　力　 佐賀美術協会※休館日 月曜日（祝日の場合は開館、翌日休館）
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眞崎 友（H22 入学） 《雑踏を聴く》

　   　　　 2015（H27） FRP 作者蔵

        山田 直行（S42 入学）《青い影》

     1972（S47） 油彩・カンヴァス 作者蔵



山本 民二《無題》 
     1979 FRP
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交通アクセス

〈バス〉　
・佐賀駅バスセンター４番のりばから
   佐賀市営バスで「佐大前」下車……約 15分
〈タクシー〉
・佐賀駅から約 10分　・佐賀空港から約 20分
〈自家用車〉
・佐賀大和 IC から車で約 20分

〒８４０－８５０２　佐賀市本庄町１番地
TEL：0952-28-8333　FAX：0952-28-8215
HP：https://museum.saga-u.ac.jp/
Facebook:https://www.facebook.com/sagau.museum

駐車場（無料：守衛室で手続きが必要）
県道 54号線沿いの大学正門側に、美術館に隣接した
「美術館・カフェソネス利用者優先駐車場」がございます。

―佐大の彫刻―
佐賀の近代彫刻教育は佐大に始まった——

戦前から有田の陶彫や、古賀忠雄ら個人の才能はありま

したが、佐賀大学に美術教室ができたことで、体系的に

彫刻制作の技術を学ぶ機会・場所が身近に整いました。

何より、初代教授の緒方敏雄と非常勤講師として駆け付

けた古賀忠雄の情熱が、続く学生たちを鼓舞し、その後

多くの才能が当地で花開くことになります。本展ではこ

の２名から山本民二、成冨宏、德安和博ら彫刻教室の歴

代教員と、非常勤講師であった安永良徳の作品をご紹介

します。

それぞれの作品を通して作家の個性や、様々な素材によ

る作品の見た目、質感の違いをお楽しみください。

安永 良徳《人物》
　　　 ブロンズ　　 成冨 宏《亜紀》

　2001 FRP 作者蔵

德安 和博《アンドロメダ》
　　　2017 FRP 作者蔵
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―美協 100 回展関連企画―

大正２年に発会した「佐賀美術協会」が続けてきた総合美術展が

ついに本年記念すべき１００回展を迎えます。

国内に類例のない長寿展である佐賀の「美協展」。作家たちには確

実な発表の場であり、私たち市民にとっては各分野の実力者の新作

を定期的に目にできる機会となっています。

一方、公募部門ではしばしば新人が実力を披露してきました。

デビュー戦という意味ではまさに「登竜門」。　

佐賀大学と美術協会の関係は、山口亮一からバトンを渡された初代

洋画教授石本秀雄以来歴代の教員たちが様々に会の運営に参画し学

生たちは作品を発表して新風を吹き込み、また、そこから新たに会

員・会友へと成長して会を支えていくなど、複層的に展開しながら

今日に至ります。

本展では、佐賀大学の在校生・卒業生の公募部門の作品の中から

一席である「美協賞」を受賞したおよそ８０名の１００点について

　　　　　　　　　　　　　　　追跡し、作者・所蔵者の協力のも

　　　　　　　　　　　　　　　と約３０点を展示します。出品が

　　　　　　　　　　　　　　　かなわなかった作品も、写真や当

　　　　　　　　　　　　　　　時の新聞記事などで可能な限り紹

　　　　　　　　　　　　　　　介します。

　　　　　　　　　　　　　　　「特美」の時代から昨年の第９９

　　　　　　　　　　　　　　　回展まで、６０年以上にわたり並

　　　　　　　　　　　　　　　走してきた佐賀大学と「美協展」。

　　　　　　　　　　　　　　　美術教育と美術団体が左右から地

　　　　　　　　　　　　　　　方画壇を守ってきた歴史をご覧い

　　　　　　　　　　　　　　　ただきます。

第 100 回記念
美協展

会　期　2017年 5月 26日〔金〕
　　　　　　　　≫6月 11日〔日〕
会　場　佐賀県立美術館 2.3.4 号展示室・
　　　　2階画廊 /県立博物館 3号展示室
主　催　佐賀美術協会

関連企画展
「山口亮一と佐賀美術協会の 100 年展」

会　期　2017 年 7月 28日〔金〕
　　　　　　　　≫9月 3日〔日〕
会　場　佐賀県立美術館 2.3 号室
主　催　佐賀県立美術館　

   　鳥谷 さやか （H16 入学） 《記憶の回路》

 　　　　　　2009 （H21） 反応塗料 ・ 布 作者蔵

德安 和博 （S61 入学）《束縛と抵抗》

      1988（S63） FRP 佐賀県立美術館蔵

　　　　　　　 五貫 研司（S62 入学） 《満ちゆく月に》

　　　　　　   1995（H7） 岩絵具・和紙　佐賀県立美術館蔵


